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高レベル放射性廃棄物中に含まれる白金族元素を選択的に分離・回収するため、機能性イオン液体である 

[C4mim][NfO]（1-butyl-3-methyl-imidazolium Nonafluorobutanesulfonate）の抽出特性を明らかにするとともに、

核種分離プロセスへの適用について検討を行った。 

キーワード：高レベル放射性廃液、イオン液体、溶媒抽出、白金族元素 

1. 緒言 資源の有効利用及び高レベル放射性廃棄物処分の負荷軽減の観点から、高レベル放射性廃液

（HLLW）からの有用元素の効率的な分離・回収技術の開発が望まれている。そこで、有機溶媒などの分

子性溶媒とは異なる特異な特徴を有するイオン液体を用いた溶媒抽出法に着目し、抽出効率および分離係

数の高い分離プロセスを開発するため、抽出剤を含有するイオン液体抽出系を用いた HLLW からの Cs(I), 

Sr(II)分離を検討し、効果的かつ選択的な分離が可能であることを報告してきた[1,2,3]。本研究では、有用

な希少元素であり、資源としての有効利用が期待されている白金族元素を選択的に分離･回収するための分

離プロセスを検討するため、イオン液体抽出系における Ru(III), Rh(III), Pd(II)の抽出特性について検討した。 

2. 実験 [C4mim]BrとK[NfO]から合成したイオン液体[C4mim][NfO]と、5 mM (M = mol L-1)のRu(III), Rh(III), 

Pd(II)を含む硝酸水溶液を同体積ずつ用いて、バッチ法抽出試験により抽出時間依存性、硝酸濃度依存性、

温度依存性等の抽出特性を評価した。抽出前後の水溶液中金属濃度の測定には ICP-AES を用いた。 

3. 結果 抽出前後の金属イオン濃度から抽出率(EMetal)を算

出し、[C4mim][NfO]による白金族元素の抽出に対する初期

硝酸濃度の依存性を求めた結果を図 1 に示す。本試験の条

件下では初期硝酸濃度の増加と共に Emetalが減少し、硝酸濃

度2 M付近を境にEmetalの増加が確認された。このことから、

[C4mim][NfO]を用いて HLLW 中から白金族元素を効率的に

抽出分離するためには、硝酸濃度を調整する前処理操作が

必要と考えられる。以上の結果に加え、発表では抽出時間

依存性や温度依存性、模擬廃液を用いた初期硝酸濃度に対

する Ru(III), Rh(III), Pd(II)の選択性などの抽出特性、分離プロ

セスへの適用の検討について報告する。 
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図 1. 初期硝酸濃度と Ru(III), Rh(III), 
Pd(II)抽出率の関係 

（[Metal]: 5 mM, Time: 60 min, Temp.: 50 ̊C）
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